
古川なおきさん自民党衆議院神奈川6区支部長

衆議院神奈川6区(保土ケ谷区・旭区)支部長

古川なおき氏に決定！

令和3 (２０２１)年 5月15日（土曜日）

経歴
・ 1968年8月31日「野菜の日」生まれ
・ 希望ヶ丘高校、明治大学政治経済学部卒業、
  明治大学公共政策大学院修了 
・ 横浜銀行、 議員秘書を経て旭区より
 1995年横浜市会議員26歳最年少当選
  （現在7期目）
・ 自民党横浜市議団団長、政務調査会長を歴任
・ 2021年4月 自民党衆議院神奈川6区
  支部長に就任
・ 希望ヶ丘高校同窓会「桜蔭会」 理事
・ 旭区サッカー協会 顧問　旭区卓球協会 顧問
  旭区剣道連盟 顧問　旭区食品衛生協会 顧問 
・ ２０１８年横浜マラソン完走（５時間８分）

　令和3年4月15日、自
民党神奈川6区(保土ケ
谷区・旭区)の支部長に、
古川直季さん(52歳)が
就任しました。 
　自民党神奈川県連が公
募し、49名の応募者の中
から選考され、即日、神奈
川県連より党本部に上申。二階俊博幹事長や山口泰明選挙対策委員
長、世耕弘成参議院幹事長、小野寺五典組織運動本部長との面談を経
て、支部長選任が正式に承認されました。 
　古川直季さんは横浜銀行、議員秘書を経て、平成7年旭区より横浜市
会議員選挙に26歳で最年少当選され、以後7期連続当選し、直近5回
の選挙では連続トップ当選、前回の横浜市会議員選挙では2万2千票を
超え市内最多得票数で当選されています。 
　自民党横浜市支部連合会では政務調査会会長、総務会会長を歴任
し、自民党横浜市会議員団・無所属の会（36名）では団長を任期2年間
務められました。 
　古川直季さんは、「市会議員26年間の経験を活かして、大都市の課
題を国に訴え、特別自治市を実現したい。これまで一緒に活動してきた
地元の県市会議員の方々と連携して、コロナ対策、経済対策をはじめ、
子育て、介護など市民一人一人に寄り添って課題を解決したい。」と
力強く語りました。 

「古川さんと一緒に保土ケ谷区・旭区のために頑張ります！」
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古川なおき事務所

自民党衆議院神奈川6区支部長   古川 なおき

　古川さんは、若くして市会議員になられ、7期26年、自民党議員団の要である団長はじめ、要職
を歴任し、市民の皆様の声を着実にカタチにしてこられました。私の選挙区の近くということもあ
り、親しくお付き合いをしてきましたが、高い志と誠
実な人柄、そして、先を見据えた行動力をお持ちで
す。これまでの経験と実績を活かし、国政でも即戦
力として活躍できる政治家だと私も大いに期待して
います。皆様の力強いご支援をお願いいたします。

自由民主党総裁
内閣総理大臣　菅　義偉

高い志と誠実な人柄、そして、先を見据えた行動力

　自民党衆議院神奈川6区の支部長に就任した古川直季さんは、26歳の初当選から先進的な
政策を提案し、長年横浜市会議員として活躍してきました。自民党横浜市連の政務調査会長、
総務会長を歴任し、横浜市会議員団の団長も務め
られました。長年の議員経験を是非とも国政に活
かし、活力ある横浜、日本を創造していただきた
い。古川さんに期待しています。

自由民主党神奈川県支部連合会会長
国務大臣　小此木 八郎

活力ある横浜、日本を創造していただきい

コロナ禍を克服し、誰もが夢や希望を持てる社会に

いま私たちが行うべきことは正し
い知識を持ち、その感染拡大防止
に努めることです。政府の取り組
みについて右記のQRコードから
ご覧いただけます。

　この度、自民党衆議院神奈川6区(保土ケ谷区・旭区)の支部長に就任しました、古川なおき
でございます。 身の引き締まる思いです。
　まずは、コロナ対策と経済再生によって我が国に漂う閉塞感を打ち破り、日本を元気にした
いと思います。
　私は横浜市政において、コールセンターや日産スタジアムのネーミングライツ、学校や公
共施設の木造化など、課題を解決する先進的な政策を多く提案し、実現してきました。 横浜自
民党の政務調査会長としても、市民生活を向上させる多数の政策条例を自民党市議団の仲
間と一緒に立案して制定しました。
　横浜市会議員としての7期・26年間の経験を活かし、大都市の課題、地域の課題を国に訴
え、SDGsの推進、横浜特別自治市の実現など、活力ある横浜、世界に誇る日本を創造したい
と思います。  

　地元では、保土ケ谷区・旭区の自民党所属の県市会議員の方々と連携して、
鶴ヶ峰駅付近の連続立体交差事業、学校の建て替え、相鉄・東急直通線の開
通、2027年国際園芸博覧会、保土ケ谷区・旭区の駅周辺の街づくりなど、国と
連携する事業を着実に推進してまいります。  
　菅内閣が掲げる脱炭素社会やデジタル社会、こども庁を実現するためにも、
省庁の縦割りを打破し、イノベーションによる先進的な政策を展開しなければ
なりません。 子どもたちも高齢者も誰もが夢や希望を持ち、ワクワクする社会
を実現するために、私は全力を尽くすことを誓います。

台風で被災した金沢工業団地等の復旧支援を要請


